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地球観測衛星データの処理アルゴリズムの開発は、これまでは、個々の研究者やデータセンタが独

自に行ってきた。しかし、衛星データの利用が多岐に渡り、処理アルゴリズムが多様化、複雑化して

きたため、従来の手法ではアルゴリズム開発が困難となり、世界の問分野の研究者により共同でアル

ゴリズム開発が行われるケースが急速に増大しているo つまり、特定の時期に、ーカ所に関連する研

究者が集まり、アルゴリズムの検討・開発を行うのであるo しかし、これは、研究者に参加のための

多大な費用と時間等の共有を強いることになる。

このため、宇宙開発事業団地球観測センター (EOCと略す)では、 NASAゴダード宇宙飛行セ

ンター (GS FCと略す)と協力し、双方にそれぞれ設置したWSをネットワーク接続し、 1カ所に

研究者が集まることなく、地理的に分散した場所で研究者同士が議論ができるピデオコンファレンス

環境を整備し、費用と時間に対する研究者の負荷を軽減することを計画している。このような環境を

サイエンティフイツクコンファレンシングと呼ぶ。本システムの試験は、来年 3月から実施される予

定であるo

本稿では、このシステムの紹介と今後の予定について説明するo
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1.まえがき

地球観測衛星データの処理アルゴリズムの開発は、これまでは、 fl日々の研究者やデータセンタが独

自に行ってきた。しかし、衛星データの利用が多岐に渡り、処理アルゴリスムが多様化、複雑化して

きたため、従来の手法ではアルゴリズム開発が困難となり、世界の同分野の研究者により共同でアル

ゴリズム開発が行われるケースが急速に増大している。つまり、特定の時期に、ーカ所に関連する研

究者が集まり、アルゴリズムの検討・開発を行うのであるo これは、研究者に参加のための多大な費

用と時間等の共有を強いることになるo

日米経済包括協議において合意されたGOI N (グローパJレ地球観測情報ネットワーク:GlobalOb 

servation Information Network)活動の一貫として、宇宙開発事業団地球観測センター(以下、 EOCと

略す)では、 NASAゴダード宇宙飛行センター(以下、 GSFCと略す)と協力し、双方にそれぞ

れ設置したWSをネットワーク接続し、 lカ所に研究者が集まることなく、地理.的に分散した場所で

研究者同士が議論ができるビデオコンファレンス環境を整備し、費用と時間に対する研究者の負荷を

軽減することを計画している。このような環境をサイエンティフイックコンブアレンシングと呼ぶo

本システムの試験は、来年3月から実施される予定である白

本稿では、このGOINの概要紹介と本サイエンスコンファレンシングシステムの紹介、また、予

備的に行った実験結果を述べ、さらに、今後の予定を説明するものである D

2. GOINプロジ:クト概要

GOINプロジ、エクトは、日米包括経済協議において宮沢元首相とクリントン大統領で合意された

地球環境データの促進を目的としたネットワーク活動促進プロジェク卜である。このプロジェクトは、

1994-95年をパイロットフェーズとし、 GOINプロジェクト利用要求のとりまとめ、実行計

画書作成、パイロットプロジェクトの実施、並びに準閣僚へのデモンストレーションプロジェクトの

実施を行うものである。

デモンストレーションプロジェクトは、日米の各省庁及び関連機関において次に述べるものが予定

されているo サイエンスコンファレンシングもこの一部であるo

2.1カタログ相互運用性

地球観測衛星データに関するカタログデータベースシステム(データの品質情報)は、 NASA及

びNASDAにおいて独立してクライアントーサーバー型のシステムとして構築されてきたo それぞ

れNASAのシステムをIMSVO、NASDAのシステムをSINFONIAという。このため、ユーザは日

本と米国の両方のカタログを検索したい場合には、それぞれのクライアントを別々に操作する必要が

ある。このユーザ側の負担を軽減し、いずれか一方のクライアントにより、日米両方のカタログサー

パーにアクセスできるようにする相互運用性を満たすソフトウェアを開発し、デモンストレーション

を行う。この相互運用性のイメ}ジを図 1に示す白
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図1.衛星函像のカタログデータ相互運用性のイメージ

2.2データ相互交換

衛星から受信・処理されたデータを、海氷モニタリング、気象予報など時間的に制約のある分野で

利用するためには、データの受信・処理後、直ちにユーザにデータ配布される必要があるo

このためには、オンラインでデータを伝送することになる。データそのものをネットワークを通じ

てオンラインで伝送するには、伝送に適したフォーマットに変換し、伝送する必要がある。 NASA

とNASDA問では、伝送用フォーマットでデータが蓄積されているファイルサーバーにオンライン

でアクセスし、相互にデータを交換するデモンストレーションを行う o この相互交換のイメージを図

2に示す。
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図2. NASA-NASDA聞のデータ相互交換のイメージ

-301一



2.3サイエンティフイツクコンファレンシング

複雑・多様化するデータ処理アルゴリズムを開発するためには、複数の研究者が討議する必要があ

る。従来は、特定の場所に集合して実施してきたが、これは時間的・経済的な負f~!が研究有に発生す

る。

サイエンテイフイツクコンファレンシングは、遠隔地の研究者向 tが共通のアルゴリズム開発等の

テーマに対して、単一のデータを共通に処理操作しつつ、テレビ電話を行うと Jったものである。 1

つのデータを共有化し、処理を試行することにより、あたかも横に相手}jがいるような形でアルゴリ

ズム研究が実施できるとともに、計算機環境の共有化がはかれる。これにより、研究省が特定場所に

集まる必要がなくなり、研究者の時間的・経済的な負荷を軽減できるo このサイエンティフイツクコ

ンファレンシングをGOINデモンストレーションとして行う o

3.サイエンティフイツクコンファレンシング

3.1システム構成

サイエンテイフイツクコンファレンシングを行うには、大きく分けて次のシステムが必要となる。

①ワークステーション

②ビデオコンファレンス装置

⑮晴星データ

@ネットワーク

⑤アプリケーションソフトウェア(データ表示用ソフトウェア等)

3.2ビデオコンファレンス

ピデオコンファレンスを実施するには、ハードウェアとしてビデオボード、小型CCDカメラ、ス

ピーカが、ソフトウェアとしてビデオコンファレンス用ソフトウェア、マルチウインドウソフトウェ

アが必要であるo

ビデオコンファレンスの基本は、次のとおりである。

①共有データを lつのウインドウ上に表示でき、双方から操作できる

②研究者を CCDカメラで撮影し、 1つのウインドウ上に表示できる

③研究者の会話がマイクをとおして、スピーカから聞くことができる

基本的なシステム構成は、図3のとおりである。

• 
ヘ咽

図3. ビデオコンファレンスのシステム概念
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3.3予備実験

3.2で記述したシステムを図 4の構成で具体化し、佐賀大学理J:学部情報科学科と情報処SlHセンタ

ーの聞でINS64を用いた予備実験を実施した。実験に用いた装置の構成は、 SUN-4月PXおよぴそれにビ

デオボードであるVIDEOPICSをとりつけたものであるo その結果、両者の問において、お正いの顔

の表情を見ながら、音声、画像デー夕、図、表等を用いたいわゆるマルチメディアを駆使してコンブア

レンシングが実施できることを確認した。実験に参加したものはもとより、これを見学していた方々

からも大いに関心を持っていただき、好評であった。

さらに、実際の地球観測衛星データを用いて図 5にポす実験を佐賀大学情報科学科と地球観測セン

ターの聞で予定している。実験内容としては、 EOCで受信・処理した海洋観測衛星のVTIRセンサー

による日本近海の温度分布図をWS上に取り込み、このデ}タを用いた更なる高次処却.をビデオコン

ファレンス装置を用いて、佐賀大学と EOCから共同で実施するというものである。また、海面温度

の推定アルゴリズムや、データの品質に関する科学的な意見交換を行い、ビデオコンファレンスなら

ではの活用の効果的な側面をアピーJレする予定であるo なお、佐賀大学と EOCの問は、通常の 1n 

ternet経由と 1S DNによるネットワークの 2種類があるため、それぞれの経路において実験

を行う。これにより、システムの操作性とネットワークのパフォーマンスを調べ、実際のGOINデ

モンストレーションで必要なシステム要求とネットワーク要求を検討するo

CCDカメラ .コンピユ一タ:

i SW帆

.コミュニユケーション
ボード;

ISDN ボード

.ピデオボード:

SUN PJCS VIDEOボード

! .TV会綿ソフトウエア:
MBONE 

図4. ビデオコンファレンスのシステム榔成
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図5. ビデオコンファレンス実験の構成

4.あとがき

今後は、来年 5月の準閣僚クラスに対する GOINデモンストレーションに向けて、佐賀大学と E

OCの問で予備試験を続ける。この予備実験はGOINデモンストレーションで終了してしまうわけ

ではなく、各クラスのwsでの評価と異なったネットワークによる評価を可能な|現り実施することに

より、マルチメディア通信における問題点の抽出を行い、将来のシステムに対する要求条件を固めて

いく予定である。
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